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学位論文審査結果報告書 
 
平成 30年 12月 21日 
 
大学院医学研究科長様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
氏名 佐竹 秀一 
学位論文題名 Non-invasive continuous blood pressure monitoring using   
       microelectromechanical system technology 
      （MEMSシステムを使用した、非侵襲的持続血圧モニタリング） 
  
 本論文は、非侵襲的持続血圧測定を目的としたmicroelectromechanical 
system（MENS）を用いた機器の性能試験に関する論文である。本論文で取り
上げた機器は未だ発展途上の開発段階ではあるが、本論文はその性能において、
将来の臨床応用への発展が十分に期待される結果を示していた。さらに論文で
は、今後の臨床応用への問題点を十分に考察し、今後の機器開発の方向性と当
面の臨床応用の場面を明確にしており、本機器の今後の開発への重要な論文で
あると考えられる。 
 以上、本論文は、新規性と臨床上の重要性、そして将来の発展性が期待され
る内容を含む論文であり、審査の結果、本論文は学位授与に値する論文である
と判断した。 
 
論文審査委員 主査 医療人育成・支援センター 教授  大谷 晃司 
       副査 麻酔科学講座       准教授 五十洲 剛 
       副査 循環器内科学講座     准教授 中里 和彦 
        
  
